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平成 23 年度教員免許状更新講習(中･高 保健体育)募集要項 

 

東京女子体育大学 

はじめに 

平成 19 年 6 月に「教育職員免許法」が改正され、平成 21 年 4 月から、その時々で教員として必要な

最新の知識技能を身に付けることを目的として教員免許更新制が導入されました。 

制度導入後に授与される教員免許状には、免許状授与のための所要資格を得てから 10 年後の年度末

までの有効期間が付され、更新を行うためには、2 年間で 30 時間以上の更新講習の受講・修了するこ

とが必要となりました。 

また、制度導入以前に取得された免許状の所持者についても、文部科学省の指定する修了確認期限内

に 30 時間以上の更新講習の受講・修了することが必要となりました。 

東京女子体育大学では、文部科学大臣の認定を受け、現職の先生方が「最新の知識技能を修得し、自

信と誇りをもって教壇に立ち、社会の尊敬と信頼を得る」ことを目的として更新講習を開設します。 

 

１ 更新講習の概要 

(1) 受講資格(男女を問いません) 

本講習は、教育・スポーツなどに関する最新事情や動向を理解し、保健体育科での指導に活用で

きることを目的として演習や実技をまじえて履修していただくため、国公私立中学校、高等学校、

中等教育学校、特別支援学校の保健体育科教員(非常勤講師等を含む)で、平成 24 年 3 月 31 日及び

平成 25 年 3 月 31 日時点で次の年齢となる方を受講対象としています。 

①【修了確認期限が平成 24 年 3 月 31 日の方】 

満 35 歳(昭和 51 年 4 月 2 日～昭和 52 年 4 月 1 日生まれ) 

満 45 歳(昭和 41 年 4 月 2 日～昭和 42 年 4 月 1 日生まれ) 

満 55 歳(昭和 31 年 4 月 2 日～昭和 32 年 4 月 1 日生まれ) 

②【修了確認期限が平成 25 年 3 月 31 日の方】 

満 35 歳(昭和 52 年 4 月 2 日～昭和 53 年 4 月 1 日生まれ) 

満 45 歳(昭和 42 年 4 月 2 日～昭和 43 年 4 月 1 日生まれ) 

満 55 歳(昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 33 年 4 月 1 日生まれ) 

 

(2)開講講座・募集定員等(講習内容の詳細については、5 ページ以降をご覧ください。) 

①必修領域  

教育の最新事情 【定員 80 名、12 時間で 1 セット】 

「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力に

ついての理解に関する事項」 

項  目 講  座  名 時間 開講日 

ａ子どもの変化に

ついての理解 
今、子どもは・・・その変化と対応を考える 3 時間 

8 月 15 日(月) 

9:00～12:00 

ｂ教職についての

省察 

学校を巡る状況変化 1.5 時間 8 月 15 日(月) 

13:00～16:00 「生きる力」を育てる授業改善 1.5 時間 

ｃ教育政策の動向

についての理解 

学習指導要領改訂等の動向 1 時間 

8 月 16 日(火) 

9:00～12:00 
教育基本法等の改正及び中教審答申等 1 時間 

道徳・総合的な学習の時間・特別活動の改訂の要点 1 時間 

ｄ学校の内外での

連携協力につい

ての理解 

生涯スポーツの視点からの体育科教員の役割 1 時間 
8 月 16 日(火) 

13:00～16:00 
スポーツ事故におけるリスクマネジメント 2 時間 

※1 必修領域は、「ａ～ｄ項目」の合計 12 時間で 1 セットの受講となります。 



- 2 - 

 

②選択領域 

授業に活かす保健体育科教育の改善と工夫 

「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」 

（講義）【定員 80名、6 時間で 1 セット】 

講  座  名 時間 開講日 

講義Ⅰ 保健体育科の改善のポイントとこれからの指導と評価 2 時間 
8 月 17 日(水) 

9:00～11:00 

講義Ⅱ

(いずれ

か選択) 

1 
学習者の抱える問題への対応 2 時間 

8 月 17 日(水) 

12:00～16:00 
体育教師養成史 2 時間 

2 アスレティックテーピング 4 時間 

※1 「講義Ⅰ」と、「講義Ⅱ」から「学習者の抱える問題への対応と体育教師養成史のセット」、

若しくは「アスレティックテーピング」のどちらかを選択し、「講義Ⅰ・Ⅱ」の合計 6 時間で 1

セットの受講となります。 

※2  「アスレティックテーピング」は、受講料の他、使用する｢テープ｣の実費(3,000 円程度)を負

担していただきます。(受講日当日に販売予定) 

 

（実技）【6 時間若しくは 12時間で 1 セット】 

講  座  名 時間 定員 開講日 

実技Ⅰ 

(いずれ

か選択) 

1 器械運動 3 時間 約 40 人 8 月 18 日(木) 

9:00～12:00 
2 球技Ⅰ(バスケットボール） 3 時間 約 40 人 

実技Ⅱ 

(いずれ

か選択) 

1 球技Ⅱ(バレーボール) 3 時間 約 40 人 8 月 18 日(木) 

13:00～16:00 2 新体操 3 時間 約 40 人 

実技Ⅲ 

(いずれ

か選択 

1 水泳 3 時間 約 40 人 8 月 19 日(金) 

9:00～12:00 
2 武道（柔道） 3 時間 約 40 人 

実技Ⅳ 

(いずれ

か選択) 

1 陸上競技 3 時間 約 40 人 8 月 19 日(金) 

13:00～16:00 
2 ダンス 3 時間 約 40 人 

実技Ⅴ 野外活動（カヌー） 6 時間 約 20 人 
9 月 11 日(日) 

9:00～16:00 

※1 実技講座は、「実技Ⅰ～Ⅴ」の合計 6 時間若しくは 12 時間で 1 セットの受講となります。 

2 「実技Ⅰ」から「実技Ⅳ」については、上記表のとおり２講座ずつ同時間帯に開講しますの

で、同時間帯の中から受講を希望する講座を一つずつ選択し、組み合わせてください。(下記の

例を参考にしてください)  

●6 時間受講の場合の例 

例①「実技Ⅰの 1 器械運動(3 時間)」と「実技Ⅱの 1 球技Ⅱ(バレーボール)(3 時間)」 

例②「実技Ⅴ 野外活動（カヌー）(6 時間)」 

●12 時間受講の場合の例 

例①「実技Ⅰの 2 球技Ⅰ(バスケットボール）(3 時間)」と「実技Ⅱの 2 新体操(3 時間)」と 

「実技Ⅲの 1 水泳(3 時間)」と「実技Ⅳの 1 陸上競技(3 時間)」 

例②「実技Ⅲの 2 武道（柔道）(3 時間)」と「実技Ⅳの 1 陸上競技(3 時間)」と 

「実技Ⅴ 野外活動（カヌー）(6 時間)」 

3 「武道(柔道)」を受講する方は、柔道着を各自でご用意ください。 

4 講習で実技を行うため、三井海上火災保険(株)「レクリエーション傷害保障プラン(行事参加
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者の傷害危険担保条項付帯普通傷害保険)」に加入していただきます。(加入手続は、本学で行い

ます。) 

 

(3)講習開講期間及び会場 

○平成 23 年 8 月 15 日(月) ～ 平成 23 年 8 月 19 日(金)：必修領域 2 日間、選択領域 3 日間 

会場：東京女子体育大学キャンパス(東京都国立市富士見台 4-30-1) 

電話：042－572－4131(代表) 

※ 本学にお越しの際は、公共交通機関をご利用ください。(身体に障害のある方につき

ましては、事前にご相談ください。) 

   ○平成 23 年 9 月 11 日(日)：選択領域「野外活動(カヌー)」講座 

会場：福生市営プール(福生市北田園 2-8-4) 

電話：042－552－5511(福生市中央体育館) 

 

２ 受講料 

受講料は、講習 1 時間当たり 1,000 円となります。 

本申込みが終了後、東京女子体育大学所定の振り込み用紙を送付いたしますので、受講料(「延べ受

講講習時間数」×「1,000 円」)を別途指定する期日までにお近くの金融機関からお振り込みください。 

 

３ 講習の修了確認試験 

各講座終了後に修了確認のため、筆記、実技等により試験を行います。ここで合格基準に達した方

について当該講習の修了確認がなされます。 

 

４ 講習前の事前調査及び事後評価 

事前に講習にあたってのアンケート調査を行います。また、講習終了後には、講習に対して受講者

の方に受講評価をしていただきます。なお、受講者評価の結果は集計され文部科学省から公表されま

す。 

 

５ 受講手続 

東京女子体育大学ホームページの教員免許状更新講習サイトから下記の期日内に受講申込してく

ださい。定員が充足されるまで、先着順といたします。 

教員免許状更新講習サイトからの受講予約申込が済みますと「受講申込書」及び「事前アンケート」

がダウンロードされますのでプリンアウトしてください。その上で、「受講申込書」に必要事項を記

入のうえ、必ず所属長等の受講資格確認証明を受け、写真を貼付して 2 週間以内に「事前アンケート」

とともに下記の「受講申込書提出先」宛に郵送してください。期日までに到着しない場合は受講を取

り消しする場合があります。 

なお、インターネットが使用不可能な方につきましては、受講申込書等を FAX で送付いたします

ので、下記の受講申込書提出先にご連絡ください。 

  

《受講申込期間》 

○ユーザー登録・受講者情報登録・受講申込 

平成 23 年 4 月 16 日(土) 9：00 ～ 平成 23 年 5 月 31 日(火) 24：00 

※①ユーザー登録は事前に行うと便利です。なお、ユーザー登録を行うことによって受講

が保障されるものではありません。 

②定員が充足されるまで、先着順といたします。 

 

《受講申込書提出先》 

〒186-8668 東京都国立市富士見台４－３０－１ 

東京女子体育大学 教員免許状更新講習担当 

TEL 042－572－4131(代表)  FAX 042-576-2397 

E-mail shikaku5@twcpe.ac.jp 

 

mailto:shikaku5@twcpe.ac.jp
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６ 受講手続きの流れ 

 Ⅰ 東京女子体育大学教員免許状更新講習予約サイトにアクセスし、ユーザー登録をしてください  

     ユーザー登録画面から行います。(ユーザ名、パスワードは自由です。) 

     【注】①携帯電話のメールアドレスは、不可です。②確認が必要な際に手続が遅れることが

あるため、Yahoo!や Hotmail などの「フリーメール」の使用はご遠慮ください。 

Ⅱ「ユーザー登録」の際に使用したメールアドレスに確認メールを送信します                    

Ⅲ 確認メール本文内の URL( 「http:// ～」) をクリックし、ユーザー登録の承認を行ってください  

Ⅳ サイトのトップページの左に、ユーザー名とパスワードを入力し、ログインしてください      

Ⅴ 自動で「受講者情報登録ページ」に移りますので、必要情報を入力してください          

 Ⅵ 受講者情報の登録が終わると、自動で「講習登録ページに」移ります               

 Ⅵ 希望する講習を選択( 申込欄をクリック) した後、「申込確認」ボタンをクリックしてください     

     必修領域・選択領域とも受講申し込みする場合には、同時に選んでください。 

Ⅶ 予約講座画面で申込内容を確認し、「受講申込書ダウンロード」ボタンをクリックしてください   

  「受講申込書ダウンロード」ボタンを押すと予約が確定いたします。 

「受講申込書」と「事前アンケート」をプリントアウトしてください。その上で、「受講申込

書」に必要事項を記入のうえ、必ず所属長等の受講資格確認証明を受け、写真を貼付して２週間

以内に「事前アンケート」とともに東京女子体育大学「教員免許状更新講習担当」宛に郵送して

ください。 

お疲れ様でした。これで完了です。                             

 

７ その他 

・必修領域又は選択領域のみの受講も可能です。 

・受講資格をご確認のうえ、受講手続を行ってください。 

・受講申込書、事前アンケートに記載漏れ、写真の貼り忘れがないか、所属長の記名・押印がされて

いるか確認してください。 

・申込後のキャンセルは原則として認めません。やむを得ない事情によりキャンセルする場合は、東

京女子体育大学「教員免許状更新講習担当」までご連絡ください。 

・受講申込にあたって知り得た個人情報は、本更新講習実施のために利用する以外の目的には一切利

用いたしません。 

・登録していただきましたメールアドレスを変更された場合は、速やかにご連絡ください。 

 

８ 東京女子体育大学「教員免許状更新講習」に関する問い合わせ先 

東京女子体育大学 教員免許状更新講習担当（一家
い っ か

・松沢
まつざわ

） 

TEL 042－572－4131(代表)  FAX 042-576-2397 

E-mail shikaku5@twcpe.ac.jp 

mailto:shikaku5@twcpe.ac.jp
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開講講座一覧 (講師等の講習内容に一部変更が生じる場合があります) 

【必修領域】 

教育の最新事情 12時間 定員 80名 
「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力につ

いての理解に関する事項」 

 

 

【子どもの変化についての理解に関する事項】 

8 月 15 日(月)  今、子どもは･･･その変化と対応を考える(3 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 久芳 美惠子 

東京女子体育大学 准教授 大石 千歳 

  近年、自己肯定感を抱けず友人との良い関係を築けない子どもが増加している。学級担任として、

個々の子どもが学級に居場所を見つけられる学級集団の育成が求められている。また、LD、ADHD、

高機能自閉症等、通常学級に在籍する発達障害の子どもへの対応も緊急課題である。 

問題行動観察の視点や発達に関する心理学の最新知識を知り、個別の児童・生徒の理解と対応に資

すると共に、演習を通して人間関係つくりについて考察する。 

 

【教職についての省察に関する事項】 

8 月 15 日(月)  学校を巡る状況変化（1.5 時間） 

講師：東京女子体育大学 教 授 服部 次郎 

我が国の学校教育を巡る近年の状況の変化について、中央教育審議会答申「教育振興基本計画につ

いて－「教育立国」の実現に向けて－」（平成 20年 4月 18 日）を読み解きながら概観し、少子高齢

化・高度情報化・国際化などが急速に進む中での我が国の今後の学校教育の課題と展望について考察

する。 

8 月 15 日(月)  「生きる力」を育てる授業改善(1.5 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 田中 洋一 

新学習指導要領は現行学習指導要領の趣旨を引き継ぎ、「生きる力」の育成を目指したものとなっ

ている。しかしながら、生徒の学力は二極化の傾向にあり、学習意欲や耐性のなさが目立つのが現実

である。その結果、社会生活に適応できない若者が増加している。ここでは、まず「生きる力」の内

容を明らかにする。次に、「生きる力」の育成のために必要な指導内容や指導方法の改善について考

察する。 

 

【教育政策の動向についての理解に関する事項】 

8 月 16 日(火)  学習指導要領改訂等の動向(1 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 本村 清人 

学習指導要領改訂にかかわる組織及び改訂の経緯について、さらに、中央教育審議会答申の趣旨を

踏まえた今次の改訂の基本的な考え方並びに総則についての理解を深める。 

8 月 16 日(火)   教育基本法等の改正及び中教審答申等(1 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 本村 清人 

①教育基本法改正のポイント、②学校教育法、教育職員免許法、教育公務員特例法、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律の改正ポイント、③中央教育審議会及び国としてのスポーツ振興基本計

画の概要についての理解、④これらが学習指導要領改訂にどのような影響を及ぼしているかについて

の理解を深める。 

8 月 16 日(火)  道徳・総合的な学習の時間・特別活動の改訂の要点(1 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 加藤 明 

新学習指導要領における道徳・総合的な学習の時間・特別活動の三領域について、今次の改訂の要

点を概説し、改訂の趣旨を生かした指導の在り方を考える。 
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【学校の内外での連携協力についての理解に関する事項】 

8 月 16 日(火)   生涯スポーツの視点からの体育科教員の役割(1 時間) 

講師：東京女子体育大学 准教授 早瀬 健介 

保健体育の授業はもちろん学校運動部活動等においてもその指導力を問われる体育教員には、今後

より豊かな生涯スポーツ社会の創造、スポーツ環境の創出に向け、地域のスポーツ活動拠点となる学

校体育施設を中心に展開される学校開放や、地域住民に対する有資格指導者としてもその指導力にさ

らなる期待がかけられている。 

  そこで、生涯スポーツの視点から体育教員の役割について理解を深める。 

8 月 16 日(火)  スポーツ事故におけるリスクマネジメント(2 時間) 

講師：東京女子体育大学 准教授 早瀬 健介 

スポーツ活動はもともと事故が起こりやすい行為であり、スポーツをするうえで避けられない危険

(内在する危険)を持っている。スポーツ活動をより安全に行うためには、その危険(リスク)をコントロ

ールするリスクマネジメントが必要となる。 

  そこで、スポーツ事故予防のポイントをはじめ、危機管理から事故責任、事故への具体的な対処な

ど、スポーツ事故や事前に事故を予想して回避するため、スポーツ事故におけるリスクマネジメント

について理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

【選択領域】 

授業に活かす保健体育科教育の改善と工夫 18時間 定員 講義 80名、実技各 40名 
「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」 

 

 

「授業に活かす保健体育科教育の改善と工夫( 講義) 」 

【講義 Ⅰ】 

8 月 17 日(水) 保健体育科の改善のポイントとこれからの指導と評価(2 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 戸田 芳雄 

学習指導要領の改訂に伴って、保健体育科の改善のポイントを理解し、これからの授業づくりをど

のように考えていけばよいか。また、指導と評価の一体化を図るための改善策、授業評価の在り方等

についての理解を深め、今後の授業づくりについて考える。 

 

【講義 Ⅱ－1】 

8 月 17 日(水)  学習者の抱える問題への対応(2 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 秋山 エリカ 

人とスポーツの関わりには「行う」「みる」「創る・支える」の 3つがあるが、ここでは「行う」ス

ポーツを取り上げ、中でも運動部活動に着目して、体育・スポーツ経営論の立場から、その意義・考

え方について概説する。また、国のスポーツ振興基本計画の下で創設されている総合型地域スポーツ

クラブと学校運動部との関連についても、生徒の豊かなスポーツ生活実現の視点から課題を探る。 
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【講義 Ⅱ－1】 

8 月 17 日(水) 体育教師養成史(2 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 掛水 通子 

  1878（明治 11）年に体操伝習所で体育教師養成が始まり、今日までに多くの体育教師養成学校が

開閉校した。今日では、各大学の教育内容は体育教師養成だけでなく健康、スポーツ科学等に多様化

している。本講習では、体育教師としての自らを振り返るという意義も含めて、体育教師養成史を学

ぶ。 

 １．旧教育制度期（明治、大正、昭和戦前・戦中・戦直後） 

 （１）師範学校での教師養成の始まり 

 （２）体操伝習所での体育教師養成の始まり 

 （３）高等師範学校での中等学校教師養成の始まり 

 （４）体育教師養成史 

 ２．新教育制度期（戦後） 

 （１）無条件開放制から制限的開放制（課程認定）へ 

 （２）体育教師養成の概観と特色 

 

【講義 Ⅱ－2】 

8 月 17 日(水) アスレティックテーピング(4 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 覚張 秀樹 

学校教育場面で活用できるアスレティックテーピングについてテーピングの巻き方の実技を中心

に理解を深める。非伸縮生のコットンテープと伸縮性のあるテープを組み合わせて、学校体育および

クラブ活動場面で発症するリスクが比較的高いスポーツ外傷の応急処置を中心に展開する。更にアス

レティックテーピングの適応と限界を理解しながら再発予防の観点から実習を進める。 

 

 

 

 

「授業に活かす保健体育科教育の改善と工夫( 実技) 」 

 

 

体育実技は運動技能習得が中心的課題であるが、授業管理運営だけでその目的を達成するのは難し

い。いつの時代も「できない」学習者をどうするかが実践現場での教師の悩みであり、それを解決で

きることが体育教師の能力となる。 

そこで本講習では、技能習得を巡る現場の問題に問いかけながら、指導者として備えるべき「教え

る力とは何か」について検討し、その能力性を探ることを目的とする。指導方法に関する情報交換と

現職教員が現場で積み上げた経験知の提案を受けながら、生徒の身体知にどう関わるかという手がか

りを模索しながら実践的な講習を展開する。 

 

 

【実技Ⅰ－1】 

8 月 18 日(木)   器械運動(3 時間) 

講師：東京女子体育大学 名誉教授 森 直幹 

本講習では、マット運動及びとび箱運動に関する指導方法について実技講習を行う。マット運動で

は倒立、接転技群とその発展技及び前方倒立回転とびを取り上げ、とび箱運動では、反転技群(開脚と

び・抱えこみとび)を取り上げる。いずれの種目も技の系統性を踏まえながら、基礎技能、練習方法、

幇助方法あるいは欠点の観察方法など、技の習得に不可欠な指導方法論について検討する。また、現

職教員との意見交換を交えながら、学習者の「覚えるための知恵」あるいは指導者の「教えるための

知恵」について実践的な理解を深める。 
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【実技Ⅰ－2】 

8 月 18 日(木)  球技Ⅰ「バスケットボール」(3 時間) 

講師：東京女子体育大学 准教授 玉置 正彦 

本講習では、シュートに関する指導方法について実技講習を行う。シュートはゴール下、ランニン

グシュート、ジャンプシュート、フリースロー、2 点シュート、3 点シュートを取り上げる。いずれ

の種目も基礎技能、練習方法、欠点の観察方法など、技の習得に不可欠な指導方法論について検討す

る。 

 

【実技Ⅱ－1】 

8 月 18 日(木)  球技Ⅱ「バレーボール」(3 時間) 

講師：東京女子体育大学 准教授 今丸 好一郞 

本講習では、バレーボールのチームプレーとして大切なカバーリングの仕組みとゲームへの実践・

応用について実技講習を行う。今までの指導や経験を生かし、課題として取り残されていることなど

について、さらに指導力・教師力を向上させるため、バレーボールの構造や仕組みについて見直して

いき、知見を増やして充実した指導・教育ができるようにしていく。そのため、レシーブ時のカバー

リングと動き変え、スパイクフォローと、他のプレーの動き変えとフォロー動作の理解、ゲームの中

でメンバー全員がチームプレーとして活用できるようにする。例えば、ボールをプレーしない残りの

メンバーがどのように動き変えをするか現場の実際の問題点を取りだし、問題解決に当たる。 

 

【実技Ⅱ－2】 

8 月 18 日(木)  新体操(3 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 関田 史保子 

本講習では、手具を使って動く新体操とコーディネーショントレーニングについて実技講習を行う。

手具を使って動く新体操では、初めて手具を扱う者でも身体を手具とともに動かすことでの楽しさを

覚える。またコーディネーショントレーニングでは、「手具の扱いが上手い」「バランスがとれている」

といった表現をするが、この特異な能力を高めるための指導方法について実技を通して考えていく。 

自分の身体をリズミカルに動かすことにより、身体を動かすことの楽しさと、手具を扱うおもしろ

さ、動きの達成感等について指導者とともに考えていきたい。 

いずれも子どもたちの将来に向けて変化に富んだバリエーションをもって「楽しく動く」をテーマ

にする。 

 

【実技Ⅲ－1】 

8 月 19 日(金)  水泳(3 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 大石 示朗 

クロール、平泳ぎ、背泳ぎに関する指導方法について実技講習を行う。浮くことや潜ることなど、

泳ぐために必要な基礎技能を踏まえて、各種目の特性に応じた練習方法を理解する。併せて水泳の安

全対策について実践的に研修する。現職教員が抱える水泳指導の問題点などについて、意見交換も交

えて双方向的に研修を進める。 

 

【実技Ⅲ－2】 

8 月 19 日(金)  武道「柔道」(3 時間) 

講師：東京都立秋留台高等学校 校 長 磯村 元信 

本講習は、新学習指導要領を踏まえ、柔道の良さを生かした授業づくりの考え方及び実技指導の習

得をねらいとする。特に、専門外の教員が安全かつ適切に柔道の指導を行うための基本的な考え方と

技術を習得する。また、現職教員との意見交換を交えながら、現場で生かせる実践的な指導のあり方

を探求する。 
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【実技Ⅳ－1】 

8 月 19 日(金)  陸上競技(3 時間) 

                        講師：東京女子体育大学 教 授 山口 敏夫 

東京女子体育大学 教 授 浅見 美弥子 

本講習では、障害(ハードル)走と走り高跳びの実技を取り上げ、指導方法についての実技講習を行

う。ハードル走では、ハードリングにおけるリード脚、抜き足の指導バリエーションを取り上げる。

走り高跳びでは、はさみ跳び、背面跳びにおける空中動作の指導方法を取り上げる。両種目とも基礎

技能、技術的ポイント、欠点矯正などの指導方法を中心に行う。また、現職教員との指導方法論につ

いても協議を行い、学習者がわかりやすく、指導者は基礎理論による実践的な指導理解を深める。 

 

 

【実技Ⅳ－2】 

8 月 19 日(金)  ダンス(3 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 奥野 知加 

東京女子体育大学 准教授 和田 春恵 

東京女子体育大学 准教授 平田 利矢子 

本講座では、学習指導要領に示されている「創作ダンス」「フォークダンス」「現代的なリズムのダ

ンス」の指導方法について実技講習を行う。「創作ダンス」では課題学習法をもとに、内容の重点化

と段階に応じた指導展開を検討する。「フォークダンス」については、基礎技能の習得と背景や地域

性を踏まえた指導例を紹介する。「現代的なリズムのダンス」では、リズムにのって動く技能の習得

と段階的な指導方法について、併せて即興指導も検討する。 

何れも、現職教員の現状にも即した双方向的な検討のなかから、実践的で確実な授業構築と指導方

法を目指すものである。 

 

【実技Ⅴ】 

9 月 11 日(日)  野外活動「カヌー」(6 時間) 

講師：東京女子体育大学 教 授 本田 宗洋 

  今次の改訂学習指導要領においても野外活動の積極的な取り組みが求められている。そこで、水辺

活動の一つとして代表的なカヌーに親しむことを目指す。このことによって、地域や学校の実態に応

じて体育のカリキュラムに野外活動が積極的に導入されるようにする。 
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平成 23年 8 月 15日( 月)   会場：東京女子体育大学キャンバス 

時  程 領  域 担当講師 講 習 内 容 

 9：00 ～  9：10 オリエンテーション   

1 9：10 ～ 12：00 講義(必修領域) 
久芳 美惠子 

大石 千歳 
今、子どもは･･･その変化と対応を考える 

2 13：00 ～ 14：20 講義(必修領域) 服部 次郎 学校を巡る状況変化 

3 14：30 ～ 16：00 講義(必修領域) 田中 洋一 「生きる力」を育てる授業改善 

4 16：10 ～ 17：00 修了認定試験  

平成 23年 8 月 16日( 火)   会場：東京女子体育大学キャンバス 

時  程 領  域 担当講師 講 習 内 容 

1 9：00 ～ 10：50 講義(必修領域) 本村 清人 
学習指導要領改訂等の動向 

教育基本法等の改正及び中教審答申等 

2 11：00 ～ 12：00 講義(必修領域) 加藤  明 道徳・総合的な学習の時間・特別活動の改訂要点 

3 13：00 ～ 15：50 講義(必修領域) 早瀬 健介 
生涯スポーツの視点からの体育科教員の役割 

スポーツ事故におけるリスクマネジメント 

4 16：00 ～ 17：00 修了認定試験  

平成 23年 8 月 17日( 水)   会場：東京女子体育大学キャンバス 

時  程 領  域 担当講師 講 習 内 容 

1 9：00 ～ 11：00 講義(選択領域) 戸田 芳雄 保健体育科の改善のポイント、指導と評価 

2 12：00 ～ 16：00 講義(選択領域) 

秋山 エリカ 学習者の抱える問題への対応 

掛水 通子 体育教師養成史 

覚張 秀樹 アスレティックテーピング 

3 16：00 ～ 17：00 修了認定試験  

平成 23年 8 月 18日( 木)  会場：東京女子体育大学キャンバス 

時  程 領  域 担当講師 講 習 内 容 

1 9：00 ～ 12：00 
実技(選択領域) 

(修了認定試験を含む) 

森  直幹 「器械運動」 

玉置 正彦 「球技Ⅰ(バスケットボール)」 

2 13：00 ～ 16：00 
実技(選択領域) 

(修了認定試験を含む) 

今丸 好一郞 「球技Ⅱ(バレーボール)」 

関田 史保子 「新体操」 

平成 23年 8 月 19日( 金)  会場：東京女子体育大学キャンバス 

時  程 領  域 担当講師 講 習 内 容 

1 9：00 ～ 12：00 
実技(選択領域) 

(修了認定試験を含む) 

大石 示朗 「水泳」 

磯村 元信 「武道（柔道）」 

2 13：00 ～ 16：00 
実技(選択領域) 

(修了認定試験を含む) 

山口 敏夫 

浅見 美弥子 
「陸上競技」 

奥野 知加 

和田 春恵 

平田 利矢子 

「ダンス」 

平成 23年 9 月 11日( 日)  会場：福生市営プール 

時  程 領  域 担当講師 講 習 内 容 

1 9：00 ～ 16：00 
実技(選択領域) 

(修了認定試験を含む) 
本田 宗洋 「野外活動(カヌー)」 

 

スケジュール 


